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最優秀賞 

病気の人をたすけよう 

妙高高原南小学校 ３年 村松
むらまつ

 絢
あや

芽
め

 

 わたしは、生まれたときからぜんそくで、保育園のときには、一年間で百日以上

もお休みしたこともありました。だからわたしは、あまり走ることができませんで

した。少し走るだけでもつらかったです。みんながふつうに、たくさん走って遊ん

でいたり、長いきょりを走ったりしているのを見ていて、ずっとずっと、「いいな。」

と思っていました。わたしはその時、とってもさびしかったです。 

 小学校に入ったら、秋に南小と北小の合同マラソン大会をすることになりました。

わたしも、学校や家で走る練習をしました。 

 ある日、わたしがスポーツ公園で走る練習をしていたら、そこで走っている人に、

「がんばって。」と言われました。すごく、すごくうれしかったです。今まで一度

も、知らない人におうえんされたことがなかったので、うれしくて、「はい。」と大

きな声で言いました。そうしたら、「いい声だね。」と言われました。わたしはその

とき、「もっともっとがんばんなくちゃ。」と思いました。 

 それから練習をつづけて、少しずつ長く走れるようになってきました。 

 そして、マラソン大会の日になりました。いっぱい、いっぱい走ったけど、けっ

かは、一番さい後でした。だけどわたしは、「マラソン大会に出られてよかった。」 

と思いました。わたしがマラソン大会に出られたのは、あの時におうえんしてくれ

た人のおかげだと思いました。 

 わたしは、どこかに病気の人がいたら、たすけたりおうえんしたりしてあげたい

です。なぜなら、わたしもたすけられてうれしかったからです。わたしみたいに、

ほかの人にもうれしい気持ちになってほしいです。 

  



 

 

優秀賞 

すてきな高校生 

斐太北小学校 ４年 吉住
よしずみ

 一
いち

華
か

 

 

 「おはようございます。」 

朝の散歩をしている時、あいさつをされました。私は、はずかしくて、ものすご

く小さな声であいさつをしました。あいさつをしてくれた方が不思議な顔で私を見

ていました。 

 次の日の夕方、お母さんといっしょに犬の散歩をしている時でした。前の方から

部活をしていた高校生のお兄さん、お姉さん達とすれちがいました。 

 「こんにちわ。」と笑顔であいさつをされました。私がどうしよう、はずかしい

と思っていたら、お母さんが笑顔であいさつをしていました。そしたらつられて私

も笑顔であいさつをしていました。すごく自分でもびっくりしたと同時に気持ちが

はれました。その後、朝のできごとを思い出し、あいさつを少ししかできなかった

こと、あいさつをしてくれた人が不思議な顔で私を見ていた事がはずかしく思えて

きました。必ず今度は笑顔であいさつをしようと決めました。 

 次の日、昨日あいさつをしてくれた方がいたので笑顔であいさつを自分からした

ら、笑顔であいさつをしてくれました。あいさつは人を笑顔にする事、人と人との

つながりをもつという事がわかりました。この事を、おしえてくれた、高校生のお

兄さんやお姉さんたちみたいに、笑顔ですてきなあいさつができる大人になりたい

です。  



 

 

優秀賞 

自然をよごさないようにしよう 

新井中央小学校 ３年 野口
の ぐ ち

 ユノ 

 

 わたしは自然が大好きです。だけどさい近、ごみが多くすてられて、きれいな自

然がよごれてしまってきています。 

 わたしはこの夏休みに海へ行きました。その時にごみがすごく多くておどろきま

した。 

「どうしてみんな、海にごみをすてるんだろう。生き物がかわいそう。」 と言う

と、お母さんが、「このごみは海にすてられたごみだけじゃなくて、川の上流の方

ですてられたごみもあるんだよ。」と教えてくれました。わたしは（そのごみを少

しでもへらして、自然をまもりたい。）と思い、道路のごみひろいをする事にしま

した。 

 わたしはひろっている間に、（おいしくいただいた後どうしてごみばこにすてれ

ないんだろう。自然にかえるものでもない、プラスチックなのに。こんなにあった

ら、かんきょうによくない。）と思いました。人が口をつけたごみもあり（コロナ

がちょっとこわいな。）と心ぱいしていた時、車で通りすぎた人が、 

「ごみひろいありがとう。がんばってね。」と言ってくれて、元気づけられました。 

 終わってみると、大変だったけれど、かんきょうびかを少しでも行っていると思

うと、うれしく楽しく思えました。 

 ひろい終わったらお父さんが、「ごみの近くにごみがあったよね。何でかという

とごみがすててあると人は、（ここにすててもいいんだ。）と思ってすてるからなん

だよ。」と教えてくれました。 

 わたしはひろっている時、くさいと思った事もあったので、たとえすててあって

もそこにごみをすてると自然だけでなく人にもめいわくがかかるんだと思いまし

た。 

 わたしは、このゆたかな自然がよごれると身近な生き物でもいなくなってしまう

かもしれないので、ポイすてがなくなってほしいと思っています。 

 


